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ハサミムシ目の比較発生学的研究 ―後胚発生に関して―
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　ハサミムシ目Dermapteraは、革質化した前翅や複雑
に折りたたむことが可能な後翅、二対の陰茎、ハサミ状
の尾毛などで特徴づけられる、多新翅類 Polyneopteraに
属す昆虫で、これまでに約2,000種が知られている。従来、
ハサミムシ目は、「原始ハサミムシ類 Protodermaptera 
（＝カルシュハサミムシ科 Karschiellidae＋ドウボソハサミム
シ科Diplatyidae＋ムナボソハサミムシ科 Pygidicranidae）
＋高等ハサミムシ類 Epidermaptera［＝センヌキハサミム
シ科 Apachyidae＋マルムネハサミムシ科 Anisolabididae
＋オオハサミムシ科 Labiduridae＋真ハサミムシ類
Eudermaptera（＝クギヌキハサミムシ科 For�culidae＋
カザリハサミムシ科 Spongiphoridae＋テブクロハサミ
ムシ科Chelisochidae＋ヤドリハサミムシ科Arixeniidae
＋ハサミムシモドキ科Hemimeridae）］」との体系で理
解されてきた。しかしながら、最近の分子系統解析は原
始ハサミムシ類や高等ハサミムシ類の再構築、いくつか
の科の単系統性の再検証の必要性を示唆している（e.g., 
Wip�er et al. 2020）。このような系統学的再検討におい
ては、比較形態学、比較発生学などの多角的な視点から、
グラウンドプランを議論することが重要である。このよ
うな背景から、私たちはハサミムシ目の比較発生学的研
究を行ってきた。今回は、ムナボソハサミムシ科のケブ
カハサミムシ亜科 Echinosomatinaeの Echinosoma sp. 
と Prolabiscinae 亜科のクロツヤハサミムシ Parapsalis 
infernalis、そしてオオハサミムシ科 Allostethinae亜科
の Allostethus sp. を飼育、観察した結果、それらの後胚
発生、齢数が明らかになったので報告する。
　今回、検討したハサミムシ類幼虫の齢数は、
Echinosoma sp. で 8、クロツヤハサミムシで 6、そして
Allostethus sp. で 7か 8であった。これまでに知られて
いるハサミムシ目の幼虫の齢数は、ドウボソハサミムシ
科が 8か 9、ムナボソハサミムシ科が 6か 7、センヌキ
ハサミムシ科が 7、オオハサミムシ科、マルムネハサミ

ムシ科が 5、真ハサミムシ類の各科で 4である（Shimizu 
and Machida 2024）。今回の観察により、ムナボソハサ
ミムシ科の幼虫の齢数は 6から 8との幅があり、その中
で Echinosoma sp. が最多の 8であること、Allostethus 
sp. の幼虫の齢数は 7か 8で、オオハサミムシ科の中で
際立って多いことが明らかになった。
　ハサミムシ目において多い幼虫の齢数が祖先的とされ
ている（Matzke and Klass 2005; Shimizu and Machida 
2024）。したがって、今回の 3種のハサミムシ類の多い
幼虫の齢数は祖先的な状態を示していることになる。ま
ず、ムナボソハサミムシ科に関して、Wip�er et al.
（2020）によるハサミムシ目の最新分子系統解析におい
ても、本科は祖先的な位置づけがなされている。ムナボ
ソハサミムシ科のなかで Echinosoma sp. が最多の幼虫の
齢数を示しているが、このことはケブカハサミムシ亜科
が本科のなかでより原始的である可能性も示唆している
のかもしれない。Wip�er et al.（2020）はオオハサミム
シ科は単系統でなく、Allostethinae亜科は原始ハサミム
シ類のクレードに含まれるとした。今回、Allostethus sp. 
の幼虫の齢数がオオハサミムシ科の中で際立って多く、
知られている原始ハサミムシ類の幼虫の齢数の範囲の中
に含まれるということは極めて興味深い。
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